
こなたで？のにするの だ
｡ なのでたでしの
*でないとで？どうテクニックは､ はじめに電
荷がたまっていない場合しか成立しない、忘れましょう。

※時間後｡
鼗鼗籭な鸞
でででで
で､ ？？|

Q=CVでたまっている電荷を求められる。
※ 「十分時間後は断線と見なす」というテクニックは成立するけ
れど､ しょうもないので1
忘れましょう､ 断線では
なく､ ちゃんとそこには

_

コンデンサーがあります。
一 _ 、 .



1_の続き
値後

C.=2［µFコ ①値1）はコンデンサーの
ijiiy

$

Eowsnn. p 電位差に最初に注目、
Q=CVより

V1= =2プー=100[V1なと！で
き：！！ ②色分けをしてみる。！！で､ し
んし・E Gに電位差がないことに注意

して色分けすると左図のように
なる。
RにはV、と同じ大きさの
電圧がかかっていることが分かる。

⇒ ABの電位差はV、と同じ
よって 1 0 0い

. m n #（2）
1十分時間後5-t-J_s.CI

① 1十分時間後一一一コ、、、はコンデンサーに

① 注目、⇒Rにも流れないことが煮､ 繪

!

､
凞靈璿
璿で

｢玖
璿"話"

電流がかるな
にとした｡121↓た0 i I j②（2=3［11F]

②電気量の保存より、コンデンサー
に電荷は残ることが分かる、
⇒&..q2,Vi.V2'とおく、

③ 回 路 の 色 分 け を 行 う
⇒ V i : V i
となることがわかる。



I _の （3 続
立式を行
◦ご

"

で の電気量保存より
+200 = q、+82・・・①式

◦キルヒホッフ則より
V i =V i (⇒ Vとおく）

｡ Q = C Vよ り

回 q , = 2 V . . . ② 式
(E). 8 2 = 3V...3〇式

① 式 に ③ 式 ④ 式 を代入して
2 0 0 = 2 V + 3 V
品 V = 4 0 [ V ]

②式より ③式より
q , = 8 0 [ uc ] q 2= 1 2 0 [UC I

ここで電荷がどれくらい移動したか考える
1十分時間後5 -TJ . s e値と

roomy-200[us +8019､
1-8041は

移動した電荷は
⇒

☁

☐］ と 籅
+

but1-120[uc]



12777続き
T IやVが一定でないので

P = IV=RI2=だ
の公式は使えない

⇒装置全体のエネルギー収支より、
（2つのコンデンサーが失ったエネルギー）=（消費された熱）

という関係から求める。

U = I QVより前と後○のコンデンサーのエネルギーを求めると

し前 =き

"

で𩻩

"

い だ = パパは

U)=I8_I-is.mn#404は+ ½・120で
11'404は- 1 1 . 1 L

= 1.6×103 + 2.4×10-3 = 4.0×10-3[J]

（※体系物理では U = I C V2で計算してました）
※エネルギー
［J］

をだすときは、EMC][MFIは［CI[F]）
に直さないといけないので注意

こ こ で 失われたエネルギー量は

U前 -U@ = 1.0×10-2-4.0×103

= 6.0×103［る
ー ー ー ー 、


